
平成３０年度学校評価 最終アンケート結果より

職員結果より

＜評価が低かったもの＞

学校は，作業学習について他の特別支援学校との情報交換を深め指導法の向14 「

上に努めることができているか」

学校は，二学期制によって業務内容の簡素化や改善に繋げているか」23 「

※「 」についての詳細は次項で行う。14

※「 」は中間数値からわずかではあるが上がっていた。23

＜中間評価から最終評価で変更した質問項目について＞

中間評価の質問項目「 」と「 」について，質問内容に二つの観点が含まれている３ 17

ことから，最終評価では質問項目を分けることで，以下のような成果と課題を明らかに

することができた。

中 「学校は，ＩＣＴの活用と各教科の観点による的確な評価・改善を行って３

間 いるか」

「学校は，ＩＣＴの活用など教材・教具の工夫・開発を行っているか」
最

３

「学校は，観点別評価を行い，指導課題・目標を明確にし，指導方法改
終

４

善につなげているか｣」

成 全体平均と比較すると両項目とも低い数値ではあるが，中間評価の数値か

果 ら比べると，わずかではあるが上昇が見られた。

と このことから，中間評価の結果を受けて 「各教科学習におけるＩＣＴの，

課 活用」と「観点別評価の運用」について，具体的な取組が行われ，少しずつ

題 ではあるが定着しつつあるといえる。

「学校は，生徒の自主性に基づく作業学習や教科指導の在り方を他の特別
中

17

支援学校に発信するとともに企業に対し知的障害者雇用の理解啓発を図って
間

いるか」

「学校は，作業学習について他の特別支援学校との情報交換を深め指導14

最 法の向上に努めるとができているか」

終 「学校は，企業への知的障害者雇用の更なる理解・啓発を図ることがで15

きているか」

結 質問項目を二つに分けることで 「作業学習」については全体平均を大き，

果 く下回り 「企業への理解啓発」については全体平均を大きく上回るという，

と 結果を得ることができた。

課 このことから，中間評価では見えなかった「他の特別支援学校との情報交

題 換と指導方法の向上」という新たな課題を明らかにすることができた。

＜改善策＞

○ 「業務内容の簡素化や改善」については，昨年度から引き続き課題であり，23

次年度に向けた教育課程編成を前に，以下のような取組を行う。

・ 全職員に改めてアンケートを実施し 「業務の簡素化と改善」についての具，

体策を探る。

・ 具体策を基に 「企画係」や「教育課程係 ，その他関係校務分掌主任と検討， 」

し，次年度の教育課程編成に当たる。



生徒結果より

＜評価が低かったもの＞

「学校は，家庭とよく協力をし，学校の情報を提供していますか」９

「学校には，困ったことや悩みがあるとき，話しやすい場所や方法がありますか」11

※「 」については，中間評価から大きく評価を落としている。９

※「 」についての詳細は次項で行う。11

＜中間評価から最終評価で変更した質問項目について＞

最終評価の質問項目「 」については，質問内容を二つに分けることで，以下のよ11

うに，より具体的な成果と課題を明らかにすることができた。

「学校は，困ったことや悩みがあるとき，相談しやすいですか 」
中

10 。
間

「学校には，困ったことや悩みがあるとき，話しやすい人がいますか」
最

10

「学校には，困ったことや悩みがあるとき，話しやすい場所や方法があり
終

11

ますか」

中間評価の「相談しやすいか」について，最終評価で「話しやすい人」と

「話しやすい場所や方法」の二つに分けることで，生徒自身の具体的な困り

感を明らかにすることができた。
成

結果から，両項目ともに全体平均の数値より下回ってはいるものの 「話
果

，

」 「 」 。
と

しやすい人 より 話しやすい場所や方法 の方が大幅に低い数値を示した

この結果は，中間及び最終評価における職員評価で「学校は，困っていた
課

り，悩んでいたりする生徒に対し，相談しやすい雰囲気づくりに努めている
題

か」が高い評価を示していることを裏付ける結果であり，生徒に寄り添う職

員の取組が評価されたと言える。

，「 」 。反面 話しやすい場所や方法 についての課題は残されたままとなった

＜改善策＞

○ 「家庭と協力，情報提供」については，日頃の連絡帳や家庭との連絡などを９

継続して行いつつ，最終評価の落ち込みの原因を早急に明らかにし，対応する。

「 」 ， ，○ 話しやすい場所や方法 については 現行の保健室や各教室の利用に加え11

東高校から教育相談室として借用している地歴室をこれまで以上に有効に活用で

きるような働き掛けを継続して行う。

保護者結果より

＜評価が低かったもの＞

「部活動は，顧問による指導の下，事故やけがのないような指導が行われると９

ともに，その活動状況について，保護者に周知していますか」

＜中間評価から改善が見られたもの＞

「ＰＴＡ活動」については，全学年で若干ではあるが評価が上がった。13

＜改善策＞

○ 「部活動」については，中間評価より大幅に数値が落ちており，今後その原９

因を明確にするとともに，次年度に向けて部活動顧問を中心にこれまで以上に安

全面への配慮と保護者への情報提供を行う必要がある。
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学校は，二学期制によって業務内容の簡素化や改善に繋げているか。

学校は，校務分掌組織において，連絡調整を図りながら適切に機能するようになっているか。

学校は，困っていたり，悩んでいたりする生徒に対し，相談しやすい雰囲気づくりに努めているか。

学校は，職員自身があいさつや服装等に配慮し，相互に協力する職場になっているか。

学校は，不祥事根絶強化月間の取組など，内容や方法を工夫した服務規律の厳正 確保に関する研修を行っているか。

学校は，生徒理解や指導力の向上を目指した研修を行っているか。

学校は，学校ＨＰ，ブログを積極的に更新し，地域への最新の情報提供に努めているか。

学校は，高等学校の特別支援教育推進のためセンター的機能を発揮しているか。

学校は，企業への知的障害者雇用の更なる理解・啓発を図ることができているか。

学校は，作業学習について他の特別支援学校との情報交換を深め指導法の向上に努めるとができているか。

学校は，関係機関と連携し学年に応じた組織的・計画的な性に関する指導を推進し，命を大切にする態度を育成することができているか。

学校は，道徳教育の指導計画に基づき全教育活動を通して道徳性を育成することができているか。

学校は，生徒の能力・特性に応じた資格取得を促すことができているか。

学校は，卒業生の職場定着のためのアフターケアと同窓会活動の充実を図ることができているか。

学校は，企業面接や進路ガイダンス，進路先からの情報提供等を通して，生徒一人一人の卒業後の進路を決定する力を育てることができているか。

学校は，チャレンジノートを活用し，現場実習後の反省を的確に行い，生徒自らが就労に関する課題解決を図ろうとする意欲や態度を育成することができているか。

学校は，生徒の考えや主体的活動が促される交流活動及び共同学習を推進し，更なる向上心や積極的態度を育てることができているか。

学校は，職員同士の連携，他の学校や関係機関との連携を強化し，組織的・継続的な生徒指導を推進しているか。

学校は，学校生活や社会生活の基盤となる基本的生活習慣を確立するほか，規範意識の高揚を図り，思いやりや協調性を育てることができているか。

学校は，観点別評価を行い，指導課題・目標を明確にし，指導法改善につなげているか。

学校は，ＩＣＴ活用など教材・教具の工夫・開発を行っているか。

学校は，生徒の主体性，生徒同士の気付き・学び合いを促す授業改善を行っているか。

学校は，卒業後の就労につながる指導内容の精選・改善を図り，職業自立・社会自立に必要な力を確実に身に付けることのできる指導を行っているか。
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平成３０年度学校評価 最終アンケート【職員】

4そう思う ３ややそう思う ２あまりそう

思わない

１そう思わない
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学校には，困ったことや悩みがあるとき，話しやすい場所や方法がありますか。

学校には，困ったことや悩みがあるとき，話しやすい人がいますか。

学校は，家庭とよく協力をし，学校の情報を提供していますか。

学校の部活動は，心と体を育てるような活動が行われていますか。

学校の施設や設備は，いつも整っていて，安全に過ごすことができますか。

学校は情報を提供したり，くわしく説明したりして，具体的なイメージが持てるように指導していますか。

学校では，鹿児島東高校生や他の高等学校及び地域の方々と交流する場面を設けていますか。

学校では，あいさつや身なり，清掃についての指導が徹底されていますか。

学校では，シラバスを作成しましたが，シラバスの計画どおりに，学習が分かりやすく進められていましたか。

学校の授業は，分かりやすいように，様々な工夫がなされていますか。

学校では，将来必要となる「働く力」を引き出したり，高めたりする指導が行われていますか。
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平成３０年度学校評価 最終アンケート【生徒】

4そう思う ３ややそう思う ２あまりそう思わない １そう思わない ０わからない

判断できない
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あなたは，積極的にＰＴＡ活動に参加していますか。

学校は，保護者から出た様々な意見・要望に対して明確に回答していますか。

PTA活動は，担任や専門部担当者または保護者同士連絡を図り，協力し合っていますか。

学校は，学校便りや学年便り，学校ホームページを通じて，教育活動に関する様々な情報提供を積極的に行っていますか。

部活動は，顧問による指導の下，事故やけがのないような指導が行われるとともに，その活動状況について，保護者に周知していますか。

学校は，生徒が健康で安全な学校生活を送るための保健・安全指導や環境整備を十分に行っていますか。

学校は，将来の職業教育に向けて，生徒が希望する職種に関する専門的な内容を指導し，情報提供したり資格取得等に取り組ませたりしていますか。

学校は，進路についての情報を生徒や保護者に提供するとともに，生徒一人一人の進路に対するイメージが持てるような進路指導を行っていますか。

学校は，鹿児島東高校及び近隣の職業科のある高等学校との交流及び共同学習について，積極的に取り組んでいますか。

学校は，あいさつ，服装，清掃など学校生活や社会生活の基盤となる基本的生活習慣を確立できるような指導を行っていますか。

学校は，生徒一人一人の実態に合わせ，分かりやすい授業の実践を行っていますか。

学校は生徒の実態や教育的ニーズを把握して，個に応じた指導を行っていますか。

学校は，生徒一人一人の社会自立に必要となる事項を育成するための学習指導や学校行事等を行い，生徒の力を十分に引き出していますか。
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平成３０年度学校評価 最終アンケート【保護者】

4そう思う ３ややそう思う ２あまりそう思わない １そう思わない ０わからない

判断できない


